
2018 年度 日越技術交流セミナー参加報告 

農地基盤工学研究領域 用水管理ユニット長 進藤惣治 

6 月 26 日(火)、ベトナムで開催された 2018 年度日越技術交流セミナーに参加しましたの

で、その概要を報告します。

 本セミナーは、日本の農林水産省農村振興局が農業農村開発分野において諸外国との相

互理解を深める目的で実施している技術交流事業の一環で行われるもので、今年度はベト

ナム国が対象となっています。

セミナーは、ベトナム水資源アカデミーのホールで開催され、日本の農林水産省 石島海

外土地改良技術室長とベトナム水資源アカデミー Nguyen Tung Phong 副所長の挨拶の

後、「かんがい施設の維持管理」をテーマに日本及びベトナム双方から下表に示す 4 件の発

表がありました。進藤からは、「農業用水の効率的利用及び管理－参加型灌漑管理と圃場水

管理自動化システム－」と題し、参加型灌漑管理(PIM)の必要性についてエジプトの事例を

紹介しながら説明しました。また、土地改良区による PIM が行われてきた日本において、

近年の農家の高齢化や農家人口の減少、それに伴う担い手への農地集積から、労力削減のた

めに開発した ICT 技術を活用した圃場水管理自動化システムを紹介しました(写真 1)。新技

術に対してはベトナム側でも関心があるようで、自動化システムの仕組みやコストなど細

かな部分にも質問がありました。

セミナーに引き続き、6 月 27、28 日には、日本が技術協力や資金協力を行った地区の現

地調査を行うとともに、水利組合や現地で施設を管理している政府機関の代表等と意見交

換を行いました(写真 2～4)。 

 なお、今回のベトナムへの出張、セミナーの開催や現地調査は、技術交流事業を農林水産

省から受託した一般財団法人 日本水土総合研究所により手配いただきました。この場を

借りて感謝申し上げます。
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表 技術交流セミナーでの発表課題と発表者 
発 表 課 題 発 表 者 

日本における灌漑排水施設の維持管理に関

する取り組みについて 
日本 農林水産省農村振興局設計課海外土

地改良技術室 係長 遠藤 敏之 
ベトナムの水利管理について ベトナム 農業農村開発省水資源総局 

Nguyen Viet Anh 
農業用水の効率的利用及び管理－参加型灌

漑管理と圃場水管理自動化システム－ 
日本 農研機構 農村工学研究部門 農地基

盤工学研究領域  
用水管理ユニット長 進藤 惣治 

ベトナムにおける近代的節水灌漑技術につ

いて 
ベトナム 水環境研究所 
課長 Le Xuan Quang 

 

 
写真１ ベトナム水資源アカデミーでのセミナーの開催状況(中央の講演者が筆者) 
 

 
写真 2 日本が 2010 年まで技術協力を実施した水利組合関係者からの聞き取り調査 
(Gia Xuyen 地区) 
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写真 3 Yên Lập ダム(ベトナム独自で建設したダム) 

 
写真 4 日本の援助で 2000 年に整備された新 Tan Chi 排水機場 
(しっかりと維持管理が行われている) 
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